



























Self-awareness for learning of a Helping Profession: 























論家によって用いられはじめた。（秦2010 5 、高橋1994 6 ）。特に精神分析の主要概念である感
情転移や逆転移が専門的援助関係において生じた際のワーカー側の対応として、ワーカー自身

































































































































































エントとの関係の中で「気づき」を得る力が求められる。このことは 4 . 1 .で前述したように、
自己覚知の本来的・本質的な意味であり、得られた「気づき」は援助者の何らかの選択によっ
て行き詰った援助関係（あるいはその状況）にフィードバックし改善を図っていく。これは先






























































































































































































































ラピストは、クライエントの内的照合枠（internal frame of reference）を共感的に理解（empathic 
understanding）しており、この経験をクライエントに伝えようと努めていること」と説明する。C. ロ





38 F. P. Biestek（1957）尾崎新・福田俊子・原田和幸訳（1996）前掲，：p85



















44 Donald A. Schon（1983）佐藤学　秋田喜代美訳（2001）専門家の知恵，ゆみる出版　なおここでのショー
ンによる反省的実践家についての見解は、佐藤（2001）、中川（2005）の整理によった。佐藤（2001）
前掲：p1－11、中川吉晴（2005）ホリスティック臨床教育学，せせらぎ出版：p240－242参照。
45 伊東（1999）は、人間性心理学者であるロロ・メイの主張を踏まえながら、ニュー・カウンセリング
の目的であるアウェアネスを「単に個人内部の個人的な成長に限定されているものではな」く「生きて
いる人間が、普通にたえず接触している環境・文化・社会にも、目をくばっており、あやしげなものに
は『用心して』おり、美醜に対して敏感であり、文化と教養にひらかれている」ものと想定する。また
人間は社会や文化との「相互方向的なかかわり」によって「美の意識」、「感性」、「共通感覚（コモンセ
ンス）」を身につけていくという。伊東（1999）前掲，：p53－55参照。またA. ミンデルは、自身が創始
したプロセス指向心理学をクライエント個人にだけではなく、民族紛争、人種差別、政治的問題、同性愛、
企業組織内の問題などの深刻な現代社会問題のテーマを抱える組織やコミュニティを構成する三人から
千人以上の人間集団を対象に適用するワールドワークを実践している。このワールドワークをミンデル
は「自覚の政治学」とも呼ぶ。A. ミンデル　永沢哲監修　青木聡訳（2001）紛争の心理学，講談社現
代新書　参照。これら伊東やミンデルの思想と実践は本節の「社会的問題の実感」と「共生感覚」の論
旨に対して示唆に富む。
46 拙著（2010）福祉援助者の自己覚知を支援するリフレクティブ・アプローチに関する事例研究．十文
字学園女子大学人間生活学部紀要，8：p221－232、拙著（2006）前掲
